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令和元年度養老町一般会計および特別会計の歳入歳出決算が、令和２年第３回養老町議会定例会において認定されま

したので、決算の概要をお知らせします。

一般会計の決算は、歳入120億1,224万8千円、歳出116億7,685万8千円となり、前年度に比べ、歳入が10億6,091万2千円

の増、歳出が10億967万1千円の増となりました。また、特別会計の決算の合計は、歳入80億3,907万2千円、歳出72億4,505

万4千円で、前年度に比べ、歳入が1億3,641万6千円の増、歳出が1億5,139万1千円の増となりました。

会 計 名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額 翌年度繰越額
うち翌年度へ
繰り越すべき財源

実質収支額

一 般 会 計 12,012,248 11,676,858 335,390 1,408,320 1,761 333,629

特
別

会
計

国民健康保険 4,089,228 3,601,341 487,887 0 0 487,887

簡 易 水 道 45,379 16,535 28,844 0 0 28,844

食肉事業センター 136,330 135,455 875 0 0 875

住宅新築資金等貸付 64,701 3,071 61,630 0 0 61,630

公共下水道事業 364,867 349,938 14,929 0 0 14,929

農業集落排水事業 30,611 28,380 2,230 0 0 2,230

介護保険事業 2,966,133 2,769,723 196,409 0 0 196,409

介護サービス事業 17,036 16,169 868 0 0 868

後期高齢者医療 324,787 324,441 346 0 0 346

小 計 8,039,072 7,245,054 794,018 0 0 794,018

合 計 20,051,320 18,921,912 1,129,409 1,408,320 1,761 1,127,648

（注）表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない場合があります。

令和元年度 養老町歳入歳出決算総括表 （単位：千円）

令和元年度 健全化判断比率および資金不足比率
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、令和元年度健全化判断比率および資金不足比率を算定しましたの

で公表します。

●健全化判断比率

健全化判断比率は、いずれも早期健全化基準を下回って

おり、財政の健全性は保たれていると判断できます。

●資金不足比率

いずれの事業も資金不足額が生じていないことから、

経営の健全性は保たれていると判断できます。

※より詳しい内容を町ホームページに掲載していますのでご覧ください。

用語の解説

○実 質 赤 字 比 率……一般会計等に生じている赤字の大きさを、標準財政規模（町の標準的な状態で通常収入されるで

あろう経常的一般財源の規模）に対する割合で表したもの。

○連結実質赤字比率……上水道や下水道など公営企業を含む全会計に生じている赤字の大きさを、標準財政規模に対する

割合で表したもの。

○実質公債費比率……町の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、標準財政規模に対する割合で表したもの。

○将 来 負 担 比 率……町の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、標準財政規模に対する割合で表したもの。

○資 金 不 足 比 率……上水道や下水道などの公営企業の資金不足を、料金収入等の規模と比較して指標化し、経営状態

の悪化の度合いを示すもの。

項 目 健全化判断比率
参 考

早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 14．17 20．00

連結実質赤字比率 － 19．17 30．00

実質公債費比率 7.5 25．0 35．0

将来負担比率 89.2 350．0

※実質赤字額及び連結実質赤字額がないため「－」と表示しています。

会 計 名 資金不足比率
参 考

経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 －

20．0

簡 易 水 道 特 別 会 計 －

食肉事業センター特別会計 －

公共下水道事業特別会計 －

農業集落排水事業特別会計 －

※資金不足額がないため「－」と表示しています。

（単位：％） （単位：％）

況 を お 知 ら せ し ま す


